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望 月先 生 を送 る
望 月先生 は,こ の3月 を もって神奈川大学 を退 職 され ました。昨年3月
に定年で神大 を辞 される予定で したが,ゼ ミ生 の指導や他 の業務 の引継 ぎ
な どで一年間特任教授 として留任 され ま した。
先生 は1995年 神大 中国語学科 に赴任 されて以来9年 間,ご 専門の中国語
古代 音韻論研 究 に多 くの足跡 を残 された と同時に,若 い研究者の育成 にご
尽力 をされ,外 国語学研究科委員長 などを歴任 され,学 部 ・学科の建設 と運
営 に多大 な貢献 をな さい ました。
先生 はご在任 中,常 に大学の社会 的責任 を自覚 され,社 会 におけ る神大
中国語学科 の知名度 の向上 に努 め られ,学 科主任 をお勤 めになった時,常
に大 局 をお考 えにな り,思 いや りの精神 をお持 ちで した。学科運営 にお い
てこれ まで先生の独特 な高次 的視点 と紳士的対応 によ り多 くの トラブルが
回避 されて きま した。い まの学科構 成 員問の和気藷 々な雰囲気の形成 には
望月先生 の存在が大 きかったように思い ます。
先生 は常 日頃か ら学生 に対 して愛情 を持 って厳 しく指導 にあた られr先
生のゼ ミで学 問の厳 しさと研究 の醍醐味 を味 わった学生が少 な くあ りませ
ん。古代韻書 を研 究す る望月ゼ ミの卒論 はその質の高 さに定評 があ ります。
望 月先生 のご在任 中の9年 間 は同僚の皆 さんに慕 われ,学 生諸君 に敬愛
されつづ けた9年 間で もあ ります。先生 を失 うことは神大 中国語学科 にと
って大 きな痛手 とな ります。私 たちは今後先生の研究室の前 を通 るたびに
寂 しく思 うで しょう。そ して共 同研 究室 で 「あの時黄 山で望 月先生 にば っ
た り会 った とは本 当に奇跡で したわ」,「望月先 生の ように温泉の町で余生
を送 るのが一番 だね」 などと先生の ことを話題 に しなが ら懐 か しむことに
なるで しょう。
先生の漢詩 の素養 は驚 くほ ど高い もの です。国広哲弥先 生が退職 された
時に,私 は望 月先生が作 った漢詩 を宴席上で朗 訥 した覚 えがあ ります。韻
をふ む ことに自信が ない私 には大胆 にも先生 に詩 を送 るなんてい うことは
で きませ んが,先 生が退職後漢詩 を嗜み なが らゆ と りあ る人生 を送 られ る
ことを,羨 ましく,そ してたいへ ん喜ば しく思い ます。
最後 にr先 生 のます ますの ご健勝 とご活躍 をお祈 りしつつ,神 大中国語
学科 の更 なる発展のために今後 と もご助言 を賜 り,末 永 くお見守 りいただ
きます ようお願 い申 し上げたい次 第であ ります。
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